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（３）第３学年 国語科「食べ物のひみつを教えます」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第３学年２組 国語科学習指導案 
日 時 平成２８年１１月１７日（木）第３校時 

場 所 ３年２組教室 

指導者   教 諭 山本 マミ 

支援員 栃原 由佳 

○研究テーマ       食から見つめ直す健やかな心と体 
 ～学校・家庭・地域の連携を通した自己管理能力の育成～ 

 

○目指す子どもの姿（中学年） 
食品の種類や栄養の働きを考え、生産者や食事を準備してくれた人々に感謝し

ながら、進んで望ましい食生活を送ろうとする子ども 
 
１ 単元名 れいをあげてせつめいしよう （光村 ３下）

教材名 ｢食べ物のひみつを教えます｣ 
２ 単元について 
（１）単元のねらい 
   本単元は，学習指導要領｢B 書くこと｣，「ア関心のあることなどから書くことを決め，相手や目

的に応じて，書く上で必要な事項を調べること」・「イ文章全体における段落の役割を理解し，自
分の考えが明確になるように，段落相互の関係などに注意して文章を構成すること」・「カ書いた
ものを発表し合い，書き手の考えの明確さなどについて意見を述べ合うこと」を受けて設定され
ている。
本学級の児童は，総合的な学習の時間に「大豆はかせになろう」というテーマで大豆の栽培活

動や調理を行っており，前単元の説明文教材｢すがたをかえる大豆｣に興味を持って取り組むこと
ができると考えられる。そこでは，段落構成やわかりやすく伝えるための説明の工夫についての
学習を行う。本単元では，前単元の学習を参考に，自分で調べたいものを選び，それに関する情報
を集めて文章にまとめ，分かったことを説明文に書く学習を行う。そのために，マッピングを利
用した効果的な取材を重視する。また，記述段階では，初めて知ったことを伝えたいという児童
の思いを生かしながら，読み手にとって分かりやすい文章表現の工夫に努めることをねらいとし
ている。
本単元には，本を探し調べる学習，集めた情報を目的に従って文章にまとめる学習など大切な

学習活動が含まれており，国語の学習だけでなく，総合的な学習の時間を通して，情報活用の基
礎となる力を育てる上でも大変意義深い教材である。
 

（２）系統（本単元に関する「食育ユニット」） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

食育関連授業…Ⅲ型

２年生 ３年生 ４年生 
４月食育タイム

３つの色の
食べ物

５月食育タイム

バランスの
よい食事

７月食育タイム

何でもモリモ
リ食べよう

５月社会
わたしのま
ち・みんな
のまち

５月 道徳
ぼくのおべんとう

６月栽培 
大豆

10 月
とうふ・みそ
作り

１１月食育タイム

食物せんい
の働き

10 月収穫
大豆

国語
「クラブ活動の
をリーフレッ
ト」作ろう

国語

おもちゃの作り

方

２月 学活 
地域の食材の旬を 
知ろう

６月 学活 
早ね・早起き・朝ご飯

国語科 

＜５月＞

・言葉で遊ぼう  

／こまを楽しむ

＜１１月＞

・すがたをかえる

大豆

-●食べ物のひみ

つ を 教 え ま す

【本単元】

＜１月＞

・ありの行列

国語
アップとルー
ズで伝える

国語
しかけカードの
作り方

学活 
早寝・早起き･朝ご
飯

10 月収穫
サツマイモ料理

生活
おいしい野菜
をそだてよう

総合
探れ！あさぎり
町の世界文化遺
産

学活 
探れ！朝ご飯パワー

保健
育 ち ゆ く 体 と 
わたし

総合

大豆はかせに
なろう

1 月調理
大豆料理２月保健

毎日の生活
と健康
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５ 本時の学習 
（１） 目標 身近な材料がいろんな食品に姿を変えていることに気づき，考えた物事を図に整理することができる。
（２） 食に関する指導内容

おいしく食べる工夫と食品の種類について調べることで，食文化に関心を持つ。【食文化】 
（３） 展開

過
程 

時間 学習活動 
主な発問・指示(T) 
児童の反応(◇) 

指導上の留意点及び評価 準備物 

つ
か
む 

７ 

 

 

 

 

 

１ 本時のめあてを確認す    

る。 

 

 

 

２ 調べる材料を確認する。 

 

 

 

 

 

 

Ｔ 確認します。調べたい「材料」が米の

人？麦の人？・・・いもの人？ 

・実物のもちを提示し，「材料」と「おい

しく食べる工夫」を考えることで，めあて

を確認するとともに，もちの部分の説明文

にもふれ，最終的な見通しを持たせる。 

・スムーズにグルーピングができるように

する。 

もち 

「食べ物変

身マップ」 

 

学習計画

表 

考
え
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伝
え
合
う 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
深
め
る 

 ７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６ 

３ 自分で「食べ物変身マップ」

を作成する。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ グループで「食べ物変身マッ

プ」をパワーアップする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 全体で「食べ物変身マップ」

で交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

６ 自分の「食べ物変身マッ

プ」をパワーアップする。 

Ｔ 自分が 選んだ「材 料」について，まず

は、自分一人で「変身マップ」を作りまし

ょう。 

 ◇食育タイムを思い出してみよう。 

 ◇「すがたを変える大豆」の学習を参考に

してみよう。 

◇米はもちになる。蒸すとできる。 

◇ポップコーンはとうもろこしが変身した

食べ物だ。どうやって作るのかなあ。分か

らないから赤丸をつけよう。 

 

 

 

 

Ｔ グループで「食品」と「おいしく食べる

工夫」を出し合い，合体した「食べ物変身マ

ップ」をパワーアップさせましょう。 

◇わからないところは食品だ。 

◇これはどうやってつくるのかがわからな

いね。 

◇自分一人の時よりも，何を調べていくか

はっきりしてきたぞ。 

 

 

Ｔ 自分たちの「食べ物変身マップ」でこれ

から調べていくところを紹介しましょう。 

◇魚のグループの赤丸は，食品はわからな

いんだ。教えてあげよう。 

◇米からできる「食品」は，他にもあるか

ら，付け足しをして教えてあげよう。 

 

 

 

Ｔ 友達の考えを参考にして、自分の「食

べ物変身マップ」を整理しましょう。 

◇最初に自分一人で書いた「食べ物変身マ

ップ」より，分かることや分からないこと

が増えたなあ。パワーアップしたぞ。 

・「食べ物変身マップ」とは，３つの円から

できおり，中心に「材料」，次に「おいしく

食べる工夫」，外側に「食品」を書いていく

構想図である。 

徹底指導（ポイント） 

◎食育タイムで、給食の献立を使って，ク

イズ等を出しながら，情報を蓄積してお

く。 

◎次の３つの条件に合わせて「食べ物変身

マップ」を作るようにする。 

① 「材料」「おいしく食べる工夫」

「食品」を線でつなぐ。 

② 「食品」を３つ以上考える。 

③ 赤丸（分からない所や調べたい所）

を３つ以上つける。 

・能動型学習（ポイント） 

◎グループの場 

グルーピングは，同じ「材料」の３人ぐ

らいとする。また，「食べ物変身マップ」

を作る条件は，「食品」の数と赤丸の数を

「６つ以上」に変える。 

◎全体の場 

これからどのように調べていくか明確

にするために数グループに発表させる。 

 

 

 

 

Ａ基準

Ｂ基準＋グループの場で、「食べ物変

身マップ」を活用して課題を明確にし

ている。（発言・ワークシート）

<Ｂ基準に達していない児童への手立て>
グループの場や全体の場を通して，これ

から調べる赤丸を追加して書かせる。

「食べ物変

身マップ」 

 

 

 

調理言葉カ

ード 

 

 

 

 

 

 

 

 

拡大した

「食べ物変

身マップ」 

 

黒ペン 

赤ペン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「食べ物変

身マップ」 

 

振
り
返
る 

２ ７ 本時のまとめをし，次時の学

習内容を確認する。 

Ｔ このように，考えたことを図に整理する

と、分かりやすくなるのです。 

Ｔ 明日は，図書館の本を使って赤丸の所を

中心に調べたり，説明文にするための「食

品」を３つ選んだりします。 

◇早く調べたいなあ。 

・児童の「食べ物変身マップ」を
もとに，考えた物事を図に整理す
ると，物事の関係が分かりやすく
なることを確認し，本時のまとめ
とする。

図書館の本 

「食べ物へんしんマップ」を使って，

考えを整理しよう。

◆書くＢ基準
個人の３つの条件に合わせて「食べ物

変身マップ」でこれから調べることを整

理している。（ワークシート）

【言語活動】（設定の意図）
条件に合わせて，自分の「食べ

物変身マップ」を考えたり，友だ
ちの「食べ物変身マップ」をよく
しようと伝え合ったりすること
により，考えた物事を図に整理
することができるように 
する。
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【読書コーナー】 

 
■食育授業の「さ」…さがす 
授業の導入に、食品のもちを見せ、材料は何か考えさ

せた。その際、食べ物へんしんマップに表示しながら、

関係に気付かせた。また、それが、説明文のどこにあた

るか考えさせ、これから「食べ物のひみつを教えます」

で説明文を書いていくことへの見通しを持たせた。 
■食育授業の「し」…調べる・知る                 
「食べ物へんしんマップ」の中心に「材料」、次に「お

いしく食べるくふう」、外側に「食品」を線でつなぐこと

を押さえた。みんなに教えたい材料を選び、食べ物変身

マップに「食育チェックブック」や献立表を見ながら、

自分の知っている情報を整理していった。 
■食育授業の「す」…ステップアップ 
同じ材料でグループを作り、「食品」と「おいしく食べ    

るくふう」を条件をもとに出し合い、「食べ物へんしんマ 
ップ」にまとめていった。その中でも分からないことや 
調べたいことは、赤丸で囲ませた。 
■食育授業の「せ」…生活にせまる 
全体の場のパワーアップタイムで分からないところを

中心に発表させ、これまでの食育タイムで調べたことや

これまでの家庭での経験をもとにアドバイスし合った。 
■食育授業の「そ」…育てる  
食べ物に関する図鑑を提示し、これから本を使って調

べたり、栄養士の先生やお家の人に聞いたりして分から

なかったことを調べていくように関心を持たせた。また、

図に整理するとそれぞれの関係が分かりやすくなること

を押さえた。 
 

＜成果（○）及び課題（▲）＞ 
○  食育タイムを使って、給食に出てくる食品がどのよ 
うにすがたを変えているかというクイズにし、課題意  
識を持たせた。給食を共通の題材として扱うことで家  
庭での食生活や経験の差を補うことができた。 

○

○

  献立表を食育チェックブックに蓄積し、いつでも活 
 用できるようにした。また、調理に関する「蒸す」「焼  
く」などの言葉を国語辞典で調べ、絵に表すことで、   
同じようにイメージできるようにした。 
材料がどのように変化していくか図に表すことで、 

食べ物がすがたを変えていくことや分からないこと、 
調べたいことが明確になった。 

▲  自分の調べたい材料については並行読書で見ない 
ように指示していたので、図に表すときには赤丸が多 
いグループもあった。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ 【導入で具体物提示】 

 
 
 
 
 
 
 
し 【食育チェックブックを活用】 

 
 
 
 
 
 
 
せ 【みんなでパワーアップ】 

 
 
 
 
 
 
 
 
そ 【食べ物へんしんマップ完成】 

第３学年 国語科 「食べ物のひみつを教えます」授業の様子 
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＜ワークシート・教材・教具＞ 

 

 

 

 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【資料①選んだ材料について調

べてみたいことを出し合う】 
【資料②説明文の 

４つの工夫】 
【資料③食育タイムにおける

給食の食材を使ったクイズ】 

【資料④学習計画表】 【資料⑤食べ物変身マップ】 

【資料⑥話し合いの条件】 

【資料⑦一人学びの様子】 【資料⑧調理言葉カード】 
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（４）第４学年 体育科（保健領域）「育ちゆく体とわたし」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第４学年２組 体育科(保健領域)学習指導案 
日 時 平成２８年１１月１７日（木）第２校時 

場 所 ４年２組教室 

指導者 教  諭 藤田 沙織（Ｔ１） 

 養護教諭 大石 和子（Ｔ２） 

 きらめき学級担任 濱口 寿子 

○研究テーマ       食から見つめ直す健やかな心と体 
 ～学校・家庭・地域の連携を通した自己管理能力の育成～ 

 

○目指す子どもの姿（中学年） 
食品の種類や栄養の働きを考え、生産者や食事を準備してくれた人々に感謝しながら、

進んで望ましい食生活を送ろうとする子ども 
 
１ 単元名 「育ちゆく体とわたし」（学研 P17～P33） 

 

２ 単元について 

（１）単元のねらい 

   本単元は、学習指導要領に示されている体育科の目標（３）「健康な生活及び体の発育・発達に

ついて理解できるようにし、身近な生活において健康で安全な生活を営む資質や能力を育てる」

を受けて設定したものである。 

   ４年生は、体に変化が起こり始める二次性徴にさしかかる時期である。よって、発育・発達に 

おける一般的な特徴や思春期の体の変化などについて知り、異性への関心の芽生えや、体の発育 

・発達には個人差があることなどを学習する価値がある。さらに、よりよい成長をうながす要因 

として、調和のとれた食事、適切な運動、休養及び睡眠が必要であることを理解することで、自 

分の生活を見直し、生涯にわたって健康な生活を送る資質や能力の基礎を培っていくことができ 

る単元である。 

 そこで本単元では、児童の成長による変化や健康課題を提示することで、よりよい成長のため 

に必要なことを自分自身の問題として自覚させながら授業を進めていく。また、児童の成長の様 

子を把握している養護教諭をＴ２として活用することで、自分の成長の変化を実感させ、これか 

らの発育・発達における関心を高めさせていきたいと考える。第二次性徴期にさしかかる児童が、 

よりよい発達・発育のための改善策を考え、学習したことを日々の生活の中で実践できる力の育 

成につなげていきたい。さらに、自分の成長の変化を肯定的に受け止め、自他を大切にしようと 

する気持ちも育てていきたい。 
（２）系統（本単元に関する「食育ユニット」） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

食育関連授業…Ⅱ型

４年生 ５年生 ３年生 

学活
さぐれ！

給食パワー

保健【本時】
育ちゆく

体とわたし
 （本単元）

学活
さぐれ！朝ご飯
パワー

６月 食育タイム
朝ご飯の大切さ

１月 食育タイム
感謝の気持ちを
表そう

総合
探れ！あさぎり町の
世界文化遺産

10 月 生活チ

ェック、食育
チェックブック

学活
かむことのひみ
つを考えよう

社会
特色ある地域
と人々のくら
し

６月食育月間
朝食ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ

総合
大豆はかせに
なろう

保健
毎日の生活と健
康

学活
地域の食と旬を
知ろう

学活
早ね、早起き、
朝ごはん

学活
朝ご飯で健康な
生活

学活
心身の健康な生
活のための食事

家庭科
食べて元気！ご
飯とみそ汁

学活
給食に感謝しよ
う

保健
心の健康・生
命の誕生
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【人権が尊重される授業づくりの視点及びＵＤ教育の視点】 
・多様な意見を出し合うとともに、自分と違う考えも認め合える話し合いの視点を提示する。 
・成長の変化や生活状況は一人一人違うことを確認することで、自分の成長を肯定的に捉えること

ができるようにする。 
 
【道徳教育との関連】〔価値項目Ａ－３ 節制・節度〕 
 食事、運動、睡眠・休養の大切さを知り、よりよい生活をしようとする心情を育てる。 

 
３ 単元の目標及び評価規準 

○ 体の発育・発達に関心を持ち、進んで学習に取り組んでいる。     （関心・意欲・態度） 
○ 体をよりよく発育・発達させるためには調和のとれた食事、適度な運動、十分な休養や睡眠が必

要であることがわかり、これまでの生活を振り返ったり、これからの成長を予想したりして自分
の課題を見つけることができる。                   （思考・判断） 

○ 体は思春期になると次第に大人の体に近づき、体つきが変わったり初経・精通などが起こったり
することや、思春期になると異性への関心が芽生えることを理解できる。  （知識・理解） 

健康・安全への関心・意欲・態度 健康・安全についての思考・判断 健康・安全についての知識・理解 

体の発育・発達について進んで課題を

見つけ、わかったことを発表したり、友

だちの意見に関心を持って聞いたりし

ようとしている。 

 体の発育・発達について自分の成長を

振り返りながら課題を設定し、よりよい

発育・発達を目指して解決の方法を考え

たり判断したりできる。 

体の発育・発達の現象や思春期に起こ

る体の変化や、体をよりよく発育・発達

させるための生活の仕方について理解

し、知識を身に付けている。 

 
４ 単元の指導計画及び評価基準（４時間扱い 本時は４／４時間） 

時 学習活動 指導上の留意点 関 思 知 評価基準及び評価方法 食育の視点 

① 1 自分にとっての「夢をか

なえる体」の具体的イメー

ジを持たせ、自分の成長に

対する関心を持たせる。 

2 自分の身長の伸びグラフ

を活用し、成長には個人差

があることに気付き、自分

らしく成長することにつ

いて考える。 

・「夢をかなえる

体」についてのイ

メージを初めに持

たせることで、成

長を長期的視野で

捉え、自分自身に

関わることである

という意識を持た

せるようにする。 

○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関心・意欲・態度 

【観察・シート】 

自分の成長の変化に関

心を持ち、個人差による

発育の違いについて進

んで考えようとしてい

る。 

普段の食事の内容

と自分の成長との関

わりについて興味関

心を持つ。 

【食事の重要性】 

 

② 

 

1 大人と子どもの体つきの

違いについて考え、大人に

なると男女の体つきがど

のように変わるか確かめる。 

2 運動が成長にもたらす影

響を知り、自分にも体の変

化が起きることを理解す

る。 

・運動に関する資料や

これまで学習したこと

と関連づけて考えさ

せ、思春期におこる心

身の変化は、体をより

よく発育させるために

欠かせないことである

ことに気付かせる。 

 ○  思考・判断・実践 

【シート、発表】 

体の変化は誰もが経験

することとして前向き

に捉え、自分のこととし

て考えている。 

体がよりよく発達し

ていくために調和の

とれた食事が用意さ

れていることに気付

く。 

【感謝の心】 

 

③ 

 

 

1 月経と射精について

知る。 

2 休養・睡眠が成長に

もたらす影響を知る

とともに、思春期の

体や心に起こる変化

についてどのように

関わっていくか考える。 

・体験談や成長曲線

を活用し、月経や射

精が誰にでも起こる

ことであることを知

るとともに、自分の

成長を前向きにとら

えることができるよ

うにする。 

  ○ 知識・理解 

【シート・発表】 

月経と射精の仕組

みを理解し、思春期

の体や心に起こる

変化は大人に近づ

くしるしであるこ

とを理解している。 

思春期の体の成長の

ために、調和のとれ

た食事が欠かせない

ことを理解してい

る。 

【心身の健康】 

④ 

本

時 

４ 

／ 

４ 

1 自分に必要な「成長

パワーのもと」につ

いて考える。 

2 「夢をかなえる体」

に近づくために実践

していきたいことを

考える。 

・班でのアドバイス

タイムを設けること

で複数の視点から生

活の課題を見つめ、

より具体的な実践事

項を考えていけるよ

うにする。 

 ○  思考・判断・実践 

【シート、発言】 

自分の生活課題を改善

していくために、「食事、

運動、睡眠・休養」と関

連づけて今後の実践事

項を考えている。 

これからの食生

活を自分で管理

していこうとす

る能力を育て

る。 

【心身の健康】 
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５ 本時の学習 
（１）目標  

自分の生活の様子や、食育や運動に関するこれまでの取組を振り返ることを通して、よりよ 
い成長のために自分が実践していくべきことを考えることができる。 

（２）食に関する指導内容 
    よりよい成長のために必要な食事の摂り方やバランス等について考え、これからの食生活を自分

で管理していこうとする能力を育てる。【心身の健康】 

（３）展開 

過 
程 

時
間 

学習活動 主な発問・指示(T)児童の反応(◇) 指導上の留意点及び評価 準備物 

つ 

か 

む 

６ １ 成長曲線のグラフをも

とに、本時のめあてを確

認する。 

 

 

 

２ 生活アンケートを見て

生活課題を知る。 

T2 理想の成長曲線に必要なものは？ 

◇バランスのよい食事、運動、睡眠 

T1自分にとって「夢をかなえる体」とは？ 

◇健康、筋肉や骨が丈夫、病気をしない 

 

 

T1 アンケートを見て感想を発表しよう 

◇ 睡眠時間が少ないな。 

◇ 朝すっきり目覚めない人が多い。 

・理想の成長曲線を描くことが 

「夢をかなえる体」の実現につな

がることを意識させる。 

・アンケートの結果から、自分た

ちの生活課題を自覚させるよう

にする。 

・食事、運動、睡眠・休養の３つ

の要素をまとめて「成長パワー

のもと」と呼ぶことを確認する。 

成長曲線

に関する

資 料

（P.P） 

 

 

 

生活の実

態に関す

る 資 料

（P.P） 

考

え

る 

 

５ 

 

 

 

３ 自分に最も必要な「成

長パワーのもと」につい

て理由を書く。（個人） 

 

 

 

 

 

T1 自分にとって最も必要な「成長パワ

ーのもと」は何ですか。 

 また、そう考える理由を書きましょ

う。 

 

 

 

徹底指導（ポイント） 

・食育チェックブックを活用し、これ

までの学習の積み重ねや成長の

様子と関連付けて考えさせる。 

シート 

 

食育チェ

ックブッ

ク 

伝 

え 

合 

う 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

４ 全体で考えを交流す

る。 

  

 

 

 

 

 

 

５ 課題解決に向けて、班

で助言し合う。 

 （アドバイスタイム） 

T1 考えを交流しましょう。 

◇食事給食を減らすことがあるから。元

気な体になりたいから。 

◇運動活動量が少ないので、毎日６００

０歩以上を目指して筋肉量を増やし

たいから。 

◇睡眠夜寝るのが遅いので、もっと早く

寝て、成長ホルモンが出るようしたい

から。 

T1 「夢をかなえる体」に近づくために

何をすべきか、友だちにアドバイスを

しましょう。 

◇筋肉を増やすために、運動だけでなく

バランスのよい食事もしたらいいと

思います。 

能動型学習（ポイント） 

・考える視点を提示し、個人の意

見を全体で深めていけるように

する。 

 ①質問 

 ②共通点、似ている点 

 ③付け足し、さらにくわしく 

 

 

・班でアドバイスタイムを設け、

課題を解決していくための実践

事項について具体的に考えさせ

る。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振 

り 

返 

る 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

６ アドバイスタイムを参

考に、今後実践していき

たいことや、学習の振り

返りをシートに書く。 

 

 

 

 

７ 養護教諭の話を聞き、

学習のまとめをする。 

T1 これからがんばることや、学習でた

めになったことを振り返りましょう。 

◇いろんな動きができる体になるため

に、毎日運動をして好き嫌いをせずに

バランスよく食べます。 

◇テレビを見る時間を減らすようアド

バイスをしてもらったので、９時３０

分までに寝るようにしたいです。 

T2 みなさんのがんばりは、成長の様子

にもしっかり表れています。（筋肉量

の増加について紹介する） 

T1 「夢をかなえる体」に近づくために、

自分ができることを毎日続けていき

ましょう。 

 

 

Ａ基準自分の生活課題を改善してい

くために、「食事、運動、睡眠・休養」

と関連付け、友だちからのアドバイス

を生かして実践していくことを考え

ている。

〈Ｂ基準に達していない児童への手立て〉

・アドバイスタイムで出た意見を参考

にして自分に必要だと思うことを

具体的に考えさせる。

 

 

 

シート 

【言語活動】（設定の意図）

個人の考えをグループや全

体で交流し合うことを通し

て、多様な考えを知り、互い

の違いに気付き、自分の考え

をより深めることができる

ようにする。

「夢をかなえる体」に近づくために自分に必要なことを考えよう。

【食事について】

・給食を減らすことが多く、バランスのよ

い食事をとるようにした方がいいから。

・身長が伸びる時期に、骨を丈夫にする食

べ物を食べたほうがいいから。

【運動について】

・6000 歩でない日もあって、もっと活動量

を上げて、筋肉の量をふやしたいから

・運動をたくさんすると、イライラが少な

くなるから。

【睡眠、休養について】

・寝るのがおそくて、朝すっきり起きられ

ないから。

・睡眠をたっぷりとると、成長ホルモンが

出るから。

◆思考、判断、実践

Ｂ基準自分の生活課題を改善していく

ために、「食事、運動、睡眠・休養」と

関連づけてこれから実践していくこと

を考えている。(シート、発言)

−35−



 
■食育授業の「さ」…さがす 

自分たちの生活課題にせまるという観点から、２

つの視点をもたせた。一つ目は、「夢をかなえる体づ

くり」につながる成長曲線に関すること。養護教諭

が二種類の成長曲線を示し、より理想的な成長曲線

について検討した。二つ目は生活アンケートの結果

を見て自分たちの生活課題をつかむこと。食事、運

動、睡眠の観点で生活の様子を振り返らせることで、

学習課題を意識させた。 
■食育授業の「し」…調べる・知る  
今の自分自身を振り返り、３つの

成長パワーのもと（食事、運動、睡

眠・休養）から最も必要な力を一つ

選ばせた。さらに、その理由を考え

る際は食育チェックブックや前時ま

での学習シートを活用し、その後全

体で意見を交流していった。学習し

たことと、自分の生活を振り返るこ

との二つの観点で全体交流をするこ

とで、現在の生活の様子や課題をよ

り明確に示していった。 

■食育授業の「す」…ステップアップ 
 Ｔ２として養護教諭を活用することで、体づくりに関する専門的な知見を得ることができた。

子どもたちだけでの話し合いでは、健康についての見解に不十分な点があったが、そこで養護

教諭からアドバイスをもらうことで、共通理解して学習を進めていくことができた。 
■食育授業の「せ」…生活にせまる 

 意見交流をしたあとは、自分の課題を解決していくため

のアドバイスタイムを設けた。班内でそれぞれの考えを発

表し合い、「夢をかなえる体」に近づくために何をしたらい

いか、より具体的な視点でアドバイスを書くよう指示した。

友だちの生活を見つめることは客観的な視点を持つことに

もつながる。子どもたちは質問を繰り返しながら一人一人

に的確なアドバイスをしようと交流を深めていた。 
■食育授業の「そ」…育てる 
 最後に振り返りを行い、これから何を心掛けていくかを

設定し、継続的に取り組んでいくことを確認した。 
 
＜成果（○）及び課題（▲）＞ 
〇 これまでの学習の積み重ねや体組成計のデータが子どもたちの思考を深める有効な手立て

となり、より説得力のある意見を全体で交流することができた。 
〇 アドバイスタイムを設けたことは、客観的な視点で友だちや自分の生活を見つけるという

点において有効だった。 
▲ 導入で二種類の成長曲線を提示したが、よりよい成長曲線についての理解が浅く、二つの

違いを十分に意識させることができなかった。成長曲線の読み取り方について、もっと学習

しておくべきだった。 
▲ アドバイスタイムでは、子ども自身だけでは解決できない生活課題がある。その場合は的

確なアドバイスが難しい班もあった。 

 
 
 
 
     

さ【養護教諭による成長曲線の提示】 
 

                         
し 【食育チェックブックや学習シートから自己を振り返る】 

 
 
 
 

  
 

 寝るのが遅いから 
睡眠が必要だな。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
せ 【班でのアドバイスタイム】 

第４学年 体育科保健領域 「育ちゆく体とわたし」授業の様子 
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＜ワークシート・教材・教具＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前時までに活用し

た資料①と、食育チェ

ックブック、体組成計

データなどの資料を

参考にして、本時のワ

ークシートを活用し

ていった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【体組成計データ】 
 

アドバイスタイムで出
た意見を付箋に書き、本
人のシートに貼ったも
の。 
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